
　

八
尾
市
に
は
、
国
・
府
・
市
指
定

の
文
化
財
が
96
件
、
登
録
有
形
文
化

財
の
建
造
物
が
20
棟
あ
り
ま
す
（
平

成
29
年
４
月
現
在
）。
今
回
は
指
定
さ

れ
た
文
化
財
の
う
ち
、
古
墳
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

古
墳
時
代
は
大
き
く
前
期
・
中
期
・

後
期
に
区
分
さ
れ
ま
す
が
、
前
期
に

造
ら
れ
た
も
の
に
萱
振
１
号
墳
（
府

指
定
）が
あ
り
ま
す
。
１
辺
が
27
メ
ー

ト
ル
の
方
墳
で
、
家い

え

形が
た

や
靫ゆ

ぎ

（
矢
を

入
れ
て
携
行
す
る
武
具
）
形が

た

な
ど
多

く
の
形け

い

象し
ょ
う

埴は
に
わ輪

が
出
土
し
て
お
り
、

府
立
八
尾
北
高
校
内
に
復
元
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

古
墳
時
代
中
期
で
は
、
全
長
１
６

０
メ
ー
ト
ル
で
中
河
内
最
大
の
前
方

後
円
墳
で
あ
る
心し

お
ん合
寺じ

山や
ま

古
墳
（
国

指
定
）
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
造

ら
れ
た
当
時
の
墳
丘
や
葺ふ

き

石い
し

、
埴
輪

列
な
ど
が
復
元
さ
れ
、
古
墳
の
上
ま

で
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
隣
接
す
る
し
お
ん
じ
や
ま
古

墳
学
習
館
で
は
八
尾
の
古
墳
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

古
墳
時
代
後
期
で
は
、
高
安
山
山

ろ
く
に
広
く
分
布
す
る
高
安
古
墳
群

が
あ
り
、
現
在
確
認
で
き
る
も
の
で

３
０
０
基
以
上
も
の
古
墳
が
存
在
し

ま
す
。
そ
の
中
で
も
２
０
０
基
以
上

の
古
墳
が
服
部
川
か
ら
郡
川
に
か
け

て
集
中
し
て
残
っ
て
お
り
、「
高
安
千せ

ん

塚づ
か

古
墳
群
」
と
し
て
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
群
で
最
も
大

き
い
全
長
約
13
メ
ー
ト
ル
の
横
穴
式

石
室
を
持
つ
開か

い

山ざ
ん

塚づ
か

古
墳
（
国

指
定
）
や
、
全

国
で
も
類
例
の

な
い
縦
に
二
つ

つ
な
げ
た
構
造

の
石
室
を
持
つ

二に

室し
つ

塚づ
か

古
墳
（
市
指
定
）
な
ど
、
見

所
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
後
期
に
造
ら
れ
た
古
墳

と
し
て
、
心
合
寺
山
古
墳
付
近
に
、

石
室
長
15
・
７
メ
ー
ト
ル
と
府
内
最

大
級
の
横
穴
式
石
室
を
持
つ
円
墳
の

愛あ

宕た
ご

塚づ
か

古
墳
（
府
指
定
）
や
、
直
径

約
27
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
・
鏡か

が
み

塚づ
か

古
墳

（
府
指
定
）
が
あ
り
ま
す
。
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四
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定
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史
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二室塚古墳の石室


